
潟上市行政改革推進委員会

施策名 事業名 内部評価結果 外部評価結果 主な外部評価コメント等

ごみ処理対策の推進 ①ごみ収集処理事業 現状維持継続 現状維持継続

最終処分場の整備に関する課題もあるが、ごみの減量化、リサイクルの推
進に向けた取り組みを進めていただきたい。分別回収方法が変更されたこと
の周知徹底も大事である。市民生活に密着しており縮小は難しいが受益者
負担の見直しは慎重に検討するべきである。

公共交通の充実 ②駅管理・運営事業 現状維持継続 現状維持継続

拠点３駅は利用者も相当数あり、人件費も高額ではないことから、有人化駅
として引き続き利便性を確保すべきである。また、高齢化が進み、交通弱者
の足となるため、今まで以上に細かに配慮するべきと思う。将来的には、管
理運営のあり方について検討すべきと思う。

母子保健の充実
③特定不妊・不育治療助
成事業

拡大 拡大

少子化対策の一環ともなり、事業の効果がしっかりと現れてきている。一般
不妊治療の助成額を拡充する方向で検討しており、経済的負担が軽減され
る見込みで喜ばしい限りである。この事業とともに子供を産み育てたくなるよ
うな社会環境を整備していく事業に期待する。

商工業の振興
④企業誘致の推進・工業
団地の管理

現状維持継続 現状維持継続

直ぐに成果が現れる事業ではないことから、今後も継続して粘り強く情報発
信と情報収集に努めて欲しい。雇用の確保、人口流出の抑制にもつながる
ことから、更に力を入れていただきたい。既存の企業への移転、集約、増設
といったアプローチも必要ではないか。時代の流れの中で企業誘致の方策
について見直しを要する。

学校教育の充実 ⑤スクールバス運行事業 現状維持継続 現状維持継続

児童生徒の登下校、校外学習時の負担軽減と、安全確保に寄与しており、
今後も継続して実施する必要があるが、利用者、保護者等から定期的に意
見を聞く必要があるのではないか。将来的には、事業費の削減についても検
討していただきたい。

市民と協働のまちづくりの
推進

⑥市民参画の推進 現状維持継続 現状維持継続

官民一体となったまちづくりが今後重要になってくるが、一方で市民のまちづ
くりに対する関心が薄いことから、市民の参加意識を高めるためのあらゆる
手立て、効果的な周知方法を工夫して貰いたい。市民の関心が高い情報の
提供は積極的に行っていただきたいと思う。
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